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第４回定例会第４回定例会 【 9月 5日～13日 】【 9 月 5日～13日 】

借入金・預金の残高

平成３０年度特別会計決算

平成３０年度一般会計決算

第４回定例会 2

　

令
和
元
年
第
４
回
片
品
村
議
会
定
例
会
が
、

９
月
５
日
〜　

日
ま
で
の
９
日
間
に
わ
た
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

﹁
平
成　

年
度
一
般
会
計
及
び
６
特
別
会
計
の

決
算
認
定
﹂﹁
令
和
元
年
度
一
般
会
計
及
び
５
特
別

会
計
の
補
正
予
算
﹂
﹁
条
例
の
制
定
、
一
部
改
正
﹂

﹁
財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
等
の
報
告
﹂
﹁
片
品
村

振
興
公
社
の
経
営
状
況
の
報
告
﹂
﹁
名
誉
村
民
の

推
挙
﹂
﹁
指
定
管
理
者
の
指
定
﹂
﹁
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙
﹂
﹁
議
会
改
革
特
別

委
員
会
設
置
﹂
等
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

* 資本的収入額が資本的支出に対して不足する額 1億 4,149 万円は過年度分及び当年度分損益勘定留保資金

　で補填しました。

国民健康保険

国民健康保険

簡易水道事業

介護保険

下水道事業等

後期高齢者医療

   合　　計

歳入決算額

歳出決算額

繰越明許費繰越額

実質収支額

５０億９，５２５万円

１３億３，２３８万円

基金へ積立

令和元年度予算へ繰越

内　訳

１億円

８，３０３万円

（前年度比２億6,839万円増）

（前年度比 4,594万円減）

年度末村債（借入金）現在高

年度末基金（預金）残高

４３億８，５９２万円

４１億７，７９２万円

      ２，４９７万円

１億８，３０３万円

収益的収入・支出

資本的収入・支出

２億 6,504 万円

　　　　   ０円

9,228 万円

1 億 4,149 万円

1 億 7,276 万円

1 億 4,149 万円△

（8,674 万円）

（０円）

会 計 名

観光施設事業 支　出 利　益収　 入　     （内、一般会計からの補助金）

歳入決算額
実質収支額の内訳

基金繰入金 令和元年度へ繰越
実質収支額( 内、一般会計から繰入 )

7 億 6,447 万円

9,197 万円

5 億 6,588 万円

9,403 万円

6,347 万円

15 億 7,982 万円

5,404 万円

458 万円 

2,790 万円 

314 万円 

99 万円 

9,065 万円

歳出決算額

7 億 1,043 万円

8,739 万円

5 億 3,798 万円

9,089 万円

6,248 万円

14 億 8,917 万円

2,800 万円

230 万円

2,417 万円

０

０

5,447 万円

2,604 万円

228 万円 

373 万円 

314 万円 

99 万円 

3,618 万円

(4,953 万円）

（924 万円）

（7,694 万円）

（6,569 万円）

（2,313 万円）

(2 億2,453 万円）

簡易水道事業

介護保険

下水道事業等

  合　　 計

０

１億３,３１５万円

０

３億１,３１４万円

４億４,６２９万円

１億　  ６３万円

 ３,８４０万円

６,５７８万円

０円

２億  ４８１万円

年度末村債他（借入金）現在高会計名 年度末基金（預金）現在高

30

13

（千円単位を四捨五入しています）



片品村振興公社㈱の経営状況の報告
平成３０年度

事業概要

花の駅・片品「花咲の湯」

▲

寄居山温泉「ほっこりの湯」

▲

尾瀬ツーリスト

▲

道の駅・尾瀬かたしな

▲

地方創生事業部

▲

財政の健全化判断比率の報告

片品村の公営企業の資金不足比率

実質公債費比率

資金不足比率

第４回定例会3

公社の総売上　　 ３億７，７６０万円　

村としての益金　　  　１，７４９万円

公社税引後の当期利益額　　１７万円

入館者数　　　　　　　　１２０，５３４人

（村外利用者 92,798 人、77%）

売上代金　　　　　　　１億５，３８４万円

仕入代金　　　　　　　　　４，７６０万円

販売管理費及び公社手数料 　　 ９，６１８万円

益金　　　　　　　　　　　１，００６万円

入館者数　　　　　　　　　３６,６１６人

（村外 19,261 人、52.6％）

売上代金　　　　　　　　  １，　６６０万円

仕入代金　　　　　　　　　　 ２２２万円

販売管理費及び公社手数料　　１，３４４万円

益金　　　　　　　　　　　　 　９４万円

年間受入数   　１，３０６人（延べ４，２４８人）

売上代金　　 　　　　　　１０３万円

販売管理費及び公社手数料　　２３６万円

益金　　 　　 △１３３万円（村委託金対応）

入込客数　１４７，８８２人

売上代金　　　　　　　 ２億　 ６１４万円

仕入代金　　　　　　　 １億１，９３７万円

販売管理費及び公社手数料　　  ７，７２９万円

益金　　　　                           ９４８万円

販売管理費　　　 １６５万円

益金　　　　 △１６５万円（村委託金対応）

　平成 30 年度の村債は、６億８２０万円です。

　主に片品中学校建設工事、交流連携拠点施設建設工

　事、大立沢橋長寿命化対策工事、除雪用ホイルローダ

　購入事業などのハード事業の他、福祉医療費支給事

　業、村内無料バス運行事業などのソフト事業に充当

　されている。

　村税の収納率は 60.4％で前年度より 2.55 ポイント

　の減、収入未済額は１億 1,803 万円と前年度より

　２億 3,938 万円減っているが、その収入未済額は固

　定資産税が多くを占めていて、今後も早期の滞納整

　理など適切な処理が必要である。

　地方交付税は 18 億 9,130 万円で、前年度より 3,338

　万円減額となったが、歳入総額の 43.1％を占めている。

　国民健康保険税の収納率は 84％、療養諸費に対する

　1 人あたりの保険者負担分は 24 万 4,430 円（年間）

　で、前年度より 5,638 円減っている。被保険者の高齢

　化、医療の高度化等による医療費の増大など厳しい

　運営が予想される。

　水道料の収納率は、70.9％であり、前年度より 10 ポ

　イント高くなっているが、これからも堅実運営を図る

　ために未収金の解消に努力されたい。

　下水道への加入率は 58.4％と依然と低いため、加

　入促進に向け適切な対応を望む。

　一般会計及び特別会計の決算は正しく、証拠書類も

　良く整理され、会計経理は適正であり、概ね良好と

　認められる。これからも職員個々の資質向上を図り、

　住民の期待に応える行政執行がなされるよう一層の

　努力を希望したい。

実質赤字比率

特別会計の名称

観光施設事業特別会計

簡易水道事業特別会計

下水道事業等特別会計

資金不足なし

資金不足なし

資金不足なし

ー

ー

ー

資金不足比率 備　　考

平成３０年度 ー（赤字 0）

15.00 20.00 25.0 350.0

ー（赤字 0） 2.6 1.8

早期健全化基準

連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

（単位：％）

* 片品村のそれぞれの比率については早期健全化基準に該当せず、
　大変良好な比率となっています。

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲

監査委員の審査意見

ワンポイント解説

* 数値は小さいほどより健全です。

村税や交付税などの収入に
対して、借金返済額がどの
程度の割合になるかを示す
指標です。

ワンポイント解説

*資金不足が無い場合は「ー」表示、
　20%以上は経営健全化計画を定め
　なければなりません。

資金不足による経営状況の
悪化の度合いを示す指標です。



全
員

賛
成

全
員

賛
成

全
員

賛
成

片品村名誉村民の推挙について

片品村固定資産評価審査委員会委員の選任

指定管理者の指定

選挙管理委員会委員及び補充員の選挙

選挙管理委員会委員選挙

令和元年度９月補正 主な一般会計補正

4第４回定例会

歳　　入

村税

地方特例交付金

使用料及び手数料

国庫支出金

県支出金

繰入金

繰越金

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

教育費

歳　　出

1,008

8,832

△1,402

4,039

14,083

29,423

26,292

18,614

300

333

95

1,283

938

44,908

53,032

（単位：千円）

一般会計 3,570,987

779,219

79,872

623,969

95,187

62,553

100,889

22,223

1,276

7,236

14,177

492

3,671,876

801,442

81,148

631,205

109,364

63,045

会　計　名 歳入歳出補正前

選挙管理委員会委員

補充員

に決まりました。
尚、補充員の補充の順序は指名の順序

　卓球競技において片品中学校時代から全国で活躍し、現在は女子全日本

代表監督を務め、本村の社会体育に大きく貢献されている、馬場美香氏

（旧姓星野・東小川出身）を推挙。

　固定資産評価審査委員会委員の千明貞夫氏（摺渕）が令和元年９月３０日

で任期満了となるため、後任として星野幸男氏（花咲）を選任することに、

議会は同意しました。

　「片品村営スノーパル・オグナほたか」については、現在の指定管理者で

ある、武尊山観光開発株式会社との契約が令和元年９月３０日で終了する

ことから、引き続き同社を指定管理者として指定したい。

　期間は令和元年１０月１日から令和４年９月３０日までの３年間とする。

大竹　常晴氏　　星野　和雄氏　　笠原　一利氏　　松浦新一郎氏

①萩原　清彦氏　②吉野　　勲氏　③星野　敏男氏　④宮田　康弘氏

補正額 補正後

（単位：千円）

国民健康保険

簡易水道

介護保険

下水道事業等

後期高齢者医療

ワンポイント解説 選挙管理委員は、地方自治法の定めるところにより、選挙権を有する
者のうちから議会において選挙で選ばれます。なお、議会は、議員に
異議がないときは指名推選の方法を用いることができます。



■
片
品
村
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度

　

任
用
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

　

例
の
制
定

■
職
員
の
懲
戒
の
手
続
き
及
び
効

　

果
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

■
片
品
村
有
住
宅
管
理
条
例
の
一

　

部
改
正

■
片
品
村
営
ス
ノ
ー
パ
ル
・
オ
グ

　

ナ
ほ
た
か
施
設
利
用
料
徴
収
条

　

例
の
一
部
改
正

■
ス
ノ
ー
パ
ル
・
オ
グ
ナ
ほ
た
か

　

ス
キ
ー
場
事
業
検
討
委
員
会
設

　

置
条
例
の
廃
止

■
片
品
村
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

＝
就
任
の
あ
い
さ
つ
＝

■
片
品
村
職
員
の
育
児
休
業
等
に

　

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

■
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関

　

等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇

　

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

■
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派

　

遣
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

■
片
品
村
税
条
例
の
一
部
改
正

■
片
品
村
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年

　

度
任
用
職
員
の
報
酬
、
期
末
手

　

当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

　

例
の
制
定

■
片
品
村
人
事
行
政
の
運
営
等
の

　

状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
改
正

■
職
員
の
分
限
に
関
す
る
手
続
き

　

及
び
効
果
に
関
す
る
条
例
の
一

　

部
改
正 条

例
の
制
定
・
一
部
改
正

議
会
改
革
特
別
委
員
会

5

委 員 長　飯塚  美明　

副委員長　萩原  和典

他議員全員が委員

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
そ
の
規
定
に
よ
り
採
用

さ
れ
る
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度

任
用
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
を
制
定

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用

職
員
の
報
酬
を
減
額
処
分
す
る

場
合
に
、
そ
の
対
象
外
と
す
る

手
当
等
を
定
め
る
規
定
を
加
え

る
改
正

片
品
村
職
員
等
住
宅
管
理
規
則

を
改
正
す
る
た
め
、
条
例
に
定

め
ら
れ
て
い
る
使
用
料
の
改
正

消
費
税
率
が　

％
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
施
設
の

実
情
に
合
っ
た
利
用
料
金
体
系

の
設
定
の
た
め
の
改
正

公
営
企
業
法
に
基
づ
く
特
別
会

計
か
ら
一
般
会
計
に
移
行
し
た

こ
と
に
よ
り
、
観
光
施
設
事
業

運
営
委
員
会
と
重
複
す
る
た
め

条
例
を
廃
止

　

９
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、

千
明
道
太
議
会
運
営
委
員
長

よ
り
﹁
議
会
改
革
特
別
委
員

会
﹂
設
置
の
発
議
が
あ
り
、

全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
、
そ

の
委
員
長
に
互
選
さ
れ
ま
し

た
。

　

平
成　

年
よ
り
始
ま
り
ま

し
た
地
方
分
権
は
﹃
地
域
の

こ
と
は
地
域
で
決
め
る
﹄、

つ
ま
り
自
治
体
運
営
は
住
民

の
意
思
に
基
づ
い
て
行
う
、

と
い
う
地
方
自
治
に
変
わ
り

ま
し
た
。

　

自
己
決
定
・
自
己
責
任
の

範
囲
が
一
層
拡
大
す
る
中
、

議
事
機
関
で
あ
る
片
品
村
議

会
の
果
た
す
役
割
は
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

議
会
は
首
長
が
提
案
す
る

政
策
を
追
認
す
る
議
会
で
な

く
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を

担
い
、
議
会
の
役
割
で
あ
る

議
決
権
を
行
使
し
村
の
意
思

決
定
機
関
と
し
て
の
役
割
を

果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

片
品
村
議
会
は
﹃
村
民
に

開
か
れ
た
議
会
﹄
﹃
政
策
の

立
案
や
提
言
を
行
う
議
会
﹄

﹃
行
政
の
監
視
及
び
評
価
を

行
う
議
会
﹄
を
３
つ
の
柱
と

し
て
、
こ
れ
ら
の
機
能
の
充

実
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

議
会
改
革
特
別
委
員
会
を
設

置
し
ま
し
た
。

　

片
品
村
議
会
は
、
こ
の
果

た
す
べ
き
役
割
と
目
的
を
達

成
す
る
た
め
に
、
議
論
・
討

論
を
重
ね
て
実
現
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
の
一

部
改
正
に
よ
り
、
氏
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
で
も
住
民
票
に
旧

氏
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
印
鑑
登
録
に
お
い
て

も
旧
氏
の
使
用
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
改
正

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い
、

育
児
休
業
中
の
勤
勉
手
当
の
支

給
及
び
復
職
時
の
号
級
調
整
を

す
る
対
象
職
員
に
、
会
計
年
度

任
用
職
員
は
含
ま
れ
な
い
こ
と

を
定
め
る
規
定
を
加
え
る
改
正

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い
、

関
連
す
る
条
項
等
の
改
正

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い
、

関
連
す
る
条
項
等
の
改
正

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
村

民
税
及
び
軽
自
動
車
税
に
つ
い

て
の
改
正

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
そ
の
規
定
に
よ
り
採
用

さ
れ
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年

度
任
用
職
員
の
報
酬
、
期
末
手

当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
を
制
定

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い
、

人
事
行
政
の
運
営
状
況
を
報
告

す
る
対
象
と
な
る
職
員
に
、
フ

ル
タ
イ
ム
で
勤
務
す
る
会
計
年

度
任
用
職
員
を
加
え
る
改
正

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い
、

会
計
年
度
任
用
職
員
の
心
身
の

故
障
等
に
よ
る
長
期
休
養
な
ど

の
期
間
は
、
そ
の
職
員
の
任
期

内
と
す
る
、
と
い
う
規
定
を
加

え
る
改
正

12
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一 般 質 問 6

 　
　

﹃
群
馬
県
、
む
ら
づ
く
り
観

光
課
、
片
品
村
観
光
協
会
、
民
宿

旅
館
連
合
会
﹄
と
連
携
し
、﹃
観
光

業
者
招
待
会
﹄
を
再
度
開
催
し
、

関
東
首
都
圏
の
大
消
費
地
に
し
っ

か
り
目
を
向
け
た
観
光
事
業
振
興

の
﹃
将
来
投
資
取
組
﹄
と
し
て
エ

ー
ジ
ェ
ン
ト
対
策
を
推
し
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
が
、
そ
の
よ
う
な

考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

一
、
群
馬
県
と
連
携
し
た
村
長

　
　
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
取

　
　
組
提
案
に
つ
い
て

二
、
特
産
品
栽
培
へ
の
新
規
県

　
　
単
事
業
等
へ
の
取
組
提
案

　
　
に
つ
い
て

問

星野  吉弥 議員

　

農
業
と
観
光
を
２
本
柱
と
す
る

片
品
村
に
と
っ
て
は
議
員
ご
指
摘

の
と
お
り
、
観
光
誘
客
活
動
の
継

続
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

︵
村
長
︶

　

群
馬
県
で
は
、
平
成　

年
の
群

馬
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
契
機
に
、
知
事
を
会
長

と
す
る
グ
グ
っ
と
ぐ
ん
ま
観
光
宣

伝
推
進
協
議
会
に
よ
る
グ
グ
っ
と

ぐ
ん
ま
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
毎

年
全
県
を
挙
げ
て
開
催
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
は
県
内
の
市

町
村
、
観
光
協
会
等
が
参
加
、
協

力
し
、
旅
行
業
者
を
招
い
て
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
も
行
わ
れ
て

お
り
、
片
品
村
も
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

等
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
群
馬
県
に
お
い

て
プ
レ
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
、
令
和

３
年
度
の
ア
フ
タ
ー
デ
ス
テ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ま
で
県

を
挙
げ
て
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
行
わ
れ
、
集
中
的
に
宣
伝
、
商

談
会
等
も
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
こ

の
よ
う
な
機
会
を
有
効
活
用
し
、

首
都
圏
に
向
け
て
旅
行
業
者
等
へ

の
働
き
か
け
を
積
極
的
に
進
め
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
来
年
は
２
０
２
０
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
７
月
か
ら
９
月
に
か
け
て

行
わ
れ
ま
す
が
、
夏
休
み
期
間
中

の
観
光
シ
ー
ズ
ン
で
あ
り
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
観
戦
へ
の
人
の

流
れ
か
ら
片
品
村
へ
の
来
客
の
減

少
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
そ
の
影
響

緩
和
を
図
る
た
め
、
民
宿
旅
館
組

合
連
合
会
に
も
協
力
を
求
め
、
観

光
協
会
と
協
力
し
、
年
内
に
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
対
策
と
し
て
、
首
都
圏

へ
向
け
て
の
観
光
業
者
招
待
会
及

び
説
明
会
等
の
開
催
を
計
画
中
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
後
に
つ
い
て
は
、

今
回
の
感
触
を
確
か
め
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

等
で
は
首
都
圏
の
貸
し
切
り
バ
ス

が
不
足
し
、
片
品
村
へ
の
合
宿
で

来
村
す
る
た
め
の
交
通
手
段
の
確

保
が
で
き
な
い
状
況
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

関
係
市
町
村
と
連
携
を
進
め
、
群

馬
県
バ
ス
協
会
を
通
じ
て
運
輸
局
、

群
馬
県
等
へ
の
貸
し
切
り
バ
ス
確

保
等
へ
向
け
、
協
力
要
請
を
行
う

こ
と
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
引
き
続
き
友
好
都

市
等
で
開
催
さ
れ
る
観
光
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
出
向
き
、
宣
伝
、
誘
客

活
動
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

 　
　

国
の
重
要
野
菜
と
し
て
、

産
地
指
定
さ
れ
て
る
当
村
の

﹃
尾
瀬
ト
マ
ト
、
尾
瀬
ダ
イ
コ
ン
、

尾
瀬
レ
タ
ス
﹄
を
中
心
に
ア
ジ
サ

イ
花
卉
等
、
各
部
会
員
の
﹃
生
の

意
見
﹄
が
観
光
産
業
常
任
委
員
会

・
村
当
局
に
行
政
反
映
さ
れ
る
農

業
振
興
、
更
に
は
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
を
お
願
い
し
た
い
が
、
い
か
が

で
す
か
。

問

　

農
業
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

利
根
沼
田
農
業
事
務
所
や
利
根
沼

田
農
業
協
同
組
合
な
ど
関
係
機
関

の
皆
様
方
の
ご
指
導
と
ご
協
力
の

も
と
、
さ
ら
な
る
片
品
村
の
農
業

の
発
展
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
担
い
手
農
業
者
と
の
意
見

交
換
会
や
認
定
農
業
者
協
議
会
な

ど
に
出
席
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
て
、
皆
様
方
の
ご
要
望
な
ど
意

見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

農
業
関
係
者
の
生
の
意
見
を
聞

き
、
行
政
に
反
映
す
る
こ
と
は
非

常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
だ
と
認
識

を
し
て
お
り
ま
す
。
片
品
村
で
は
、

こ
れ
ら
農
業
関
係
者
の
意
見
を
反

映
す
る
た
め
に
群
馬
県
農
政
重
点

施
策
の
基
本
方
針
に
倣
い
、
農
業

の
体
質
を
強
化
し
農
村
に
活
力
を

取
り
戻
す
と
と
も
に
、
安
全
安
心

の
取
り
組
み
を
通
じ
て
消
費
者
の

相
互
理
解
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

片
品
村
の
農
業
を
発
展
さ
せ
る
た

め
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
農
業
を
取
り

巻
く
状
況
は
農
業
者
の
高
齢
化
に

伴
う
遊
休
農
地
の
荒
廃
化
、
担
い

手
の
減
少
や
鳥
獣
被
害
、
農
業
用

水
の
不
足
な
ど
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
も
群

馬
県
の
指
導
の
も
と
、
基
盤
整
備

事
業
の
推
進
、
新
規
就
農
者
支
援

や
農
業
用
水
確
保
な
ど
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
今
後
も
さ
ら
な
る
飛
躍
、

発
展
の
た
め
、
議
員
の
皆
様
方
を

始
め
関
係
機
関
と
連
携
を
継
続
し

て
、
片
品
村
の
魅
力
あ
る
農
産
物

を
私
自
身
が
先
頭
に
立
ち
、
全
国

に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

︵
村
長
︶

 　
　

当
村
の
特
産
品
﹃
高
原
花
豆
﹄

は
近
年
、
栽
培
面
積
が
減
少
傾
向

に
あ
り
、
関
係
機
関
一
体
と
な
り

県
単
補
助
事
業
の
地
域
推
進
対
象

品
目
に
組
み
込
ん
で
頂
き
、
花
豆

用
パ
イ
プ
支
柱
を
補
助
事
業
と
し

て
取
組
振
興
を
行
っ
て
い
た
だ
き

た
い
が
、
い
か
が
で
す
か
。

問
　

花
豆
は
高
冷
地
栽
培
で
な
い
と

良
質
な
も
の
が
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
片
品
村
で
は
古
く
か
ら
多
く

の
農
家
で
栽
培
を
さ
れ
、
土
産
品

と
し
て
喜
ば
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
農
家
の
高
齢

化
が
進
み
、
栽
培
面
積
も
減
少
し
、

︵
村
長
︶

23
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一 般 質 問7

　

先
ほ
ど
認
定
農
業
者
の
お
話
が

出
ま
し
た
が
、
関
係
機
関
も
支
援

に
加
え
と
い
う
こ
と
は
、﹃
花
豆
生

産
部
会
﹄
を
設
立
す
れ
ば
、
特
に

認
定
農
業
者
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な

く
﹃
花
豆
生
産
部
会
﹄
が
事
業
主

体
と
な
れ
ば
で
き
る
と
思
い
ま
す

し
、
絶
大
な
取
り
組
み
を
お
願
い

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

星
野
吉
弥
議
員

星
野
吉
弥
議
員

昨
年
度
の
利
根
沼
田
農
協
片
品
支

店
へ
の
出
荷
量
は
、　

年
前
と
比
較

し
て
３
分
の
１
程
度
ま
で
減
少
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。

　

花
豆
用
の
支
柱
な
ど
県
単
独
補

助
事
業
を
活
用
す
る
に
は
認
定
農

業
者
や
担
い
手
農
業
者
等
と
な
り
、

利
根
沼
田
地
域
推
進
品
目
に
花
豆

を
加
え
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
栽
培
面
積

が
増
加
す
る
よ
う
な
支
援
を
そ
の

後
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
施
策
と
し
て
、
次
世
代

を
担
う
人
材
確
保
や
育
成
、
女
性

の
活
躍
支
援
や
６
次
産
業
化
の
推

進
な
ど
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
の
特
色
あ
る
農
産
物
の
生
産

振
興
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
生
産
が
盛
ん
に
な

れ
ば
農
家
所
得
の
向
上
や
遊
休
農

地
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
が
で

き
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

今
後
、
地
域
の
特
色
あ
る
作
物

を
栽
培
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

県
、
村
、
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
た
支
援

策
を
議
員
皆
様
方
を
始
め
関
係
機

関
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

三
、
平
成
　
年
度
の
各
健
全
化

　
　
判
断
比
率
数
値
及
び
今
後

　
　
の
村
づ
く
り
に
つ
い
て

 　
 

平
成　

年
度
決
算
に
基
づ
く

財
政
の
健
全
化
各
数
値
・
比
率
へ

の
村
長
の
見
解
、
あ
わ
せ
て
今
後

進
め
て
い
く
村
づ
く
り
に
つ
い
て
、

村
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

問

 　

私
の
所
感
で
は
、﹃
地
方
公
共

団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
﹄
が
平
成　

年
６
月　

日
に

法
律
化
さ
れ
ま
し
た
。
利
根
郡
下

各
市
町
村
を
平
成　

年
度
か
ら
平

成　

年
度
ま
で
比
較
し
ま
す
と
、

片
品
村
に
つ
い
て
平
成　

年
度
は

先
ほ
ど
村
長
か
ら
説
明
が
あ
っ
た

と
お
り
の
数
値
で
す
が
、
平
成　

年
度
の
実
質
公
債
費
比
率
は
片
品

村
は　

 

９
％
、
将
来
負
担
比
率
は

　

％
で
す
。
そ
れ
が
平
成　

年
度

に
は
、
実
質
公
債
費
比
率
が
７ 

４

％
、
将
来
負
担
比
率
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
そ
う
し
た
中
で
群
馬
県
内
、

更
に
は
近
隣
の
他
市
町
村
と
の
数

値
比
較
で
は
、
片
品
は
は
健
全
な

比
率
・
数
値
で
あ
る
と
私
は
評
価

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
数
値
は
前
村
長
を
始
め
、

歴
代
の
村
長
、
議
会
、
役
場
職
員

の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
、
当
村

の
財
政
の
健
全
化
は
、
平
成　

年

度
ま
で
に
よ
り
進
ん
だ
と
評
価
し

て
お
り
ま
す
。

　

小
学
校
、
児
童
館
、
中
学
校
、

道
の
駅
か
た
し
な
等
々
の
建
設
と

施
設
整
備
が
な
さ
れ
、
順
調
に
運

営
稼
働
し
て
い
ま
す
。
過
日
５
月

　

日
の
新
議
員
予
算
説
明
会
に
よ

り
ま
す
と
、
こ
れ
ら
の
施
設
は
一

部
、
過
疎
債
等
の
借
入
財
源
で
賄

い
、
平
成　

年
度
末
現
在
、
起
債

残
高(

借
入)

は
概
ね　

億
円
余
り

で
す
。
過
疎
債
は
３
年
据
え
置
き
、

９
年
償
還
と
な
り
ま
す
が
、
今
後
、

当
村
が
平
年
ベ
ー
ス
の
仕
事
を

行
っ
て
い
た
場
合
、
当
然
、
起
債

(

借
入)

が
必
要
と
な
り
、
今
年
度

の
村
の
返
済
額
は
お
お
む
ね
４
億

円
で
す
が
、
平
成　

年(

令
和
３
年)

か
ら
平
成　

年(

令
和
９
年)

迄

は
、
概
ね
５
億
円
超
え
の
返
済
予

定
額
と
な
り
、
大
変
さ
も
増
し
ま

す
が
、
建
設
前
、
当
村
に
必
要
な

施
設
を
各
検
討
委
員
会
の
答
申
、

さ
ら
に
は
議
会
承
認
を
受
け
、
建

設
、
借
入
し
た
訳
で
す
。
こ
れ
ら

を
有
効
活
用
、
運
営
す
る
こ
と
こ

そ
、
私
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
責
務

だ
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
も
、
村
長
の
力
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
で
﹃
村
民
に
不
安
を

抱
か
せ
る
こ
と
な
く
﹄
限
ら
れ
た

財
源
で
す
が
、﹃
計
画
的
な
イ
ン

フ
ラ
整
備
、
さ
ら
に
は
財
政
健
全

化
﹄
を
﹃
村
民
理
解
の
も
と
、
村

当
局
、
議
会
﹄
手
を
と
り
、
三
位

一
体
で
知
恵
を
絞
り
、
推
し
進
め

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
財
政
の
健
全
化
判

断
比
率
等
に
つ
い
て
で
す
が
、
地

方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
報
告
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
を
客

観
的
に
あ
ら
わ
し
、
財
政
の
早
期

健
全
化
や
再
生
の
必
要
性
を
判
断

す
る
財
政
指
標
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

法
律
に
よ
り
公
表
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
５
つ
の
指
標
で
す
が
、

実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字

比
率
は
黒
字
の
た
め
、
な
し
で
ご

ざ
い
ま
す
。
実
質
公
債
費
比
率
は

２ 

６
％
で
し
た
。
昨
年
度
は
１ 

５

％
で
し
た
か
ら
、
１ 

１
％
上
昇
を

い
た
し
ま
し
た
。
実
質
公
債
費
比

率
は
平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年

度
ま
で
の
３
カ
年
の
平
均
の
比
率

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成　

年

度
単
年
度
で
見
る
と
４ 

３
６
で
、

今
後
も
上
昇
し
て
い
く
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
将
来
負
担
比
率
は
１ 

８

％
で
、
昨
年
度
は
２ 

８
％
で
し
た

か
ら
、
１ 

０
％
の
減
少
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
公
営
企
業
資
金
不
足

比
率
は
算
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

現
時
点
で
平
成　

年
度
の
指
数

を
他
市
町
村
と
比
較
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
群
馬
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
、
県
内
全
市
町
村
の

平
成　

年
度
の
指
標
が
掲
載
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
片
品
村
に
つ
い

て
は
県
内
平
均
を
下
回
っ
て
い
る

状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
大
き
な
事
業
が
続
い
た
た

め
、
今
後
、
起
債
に
対
す
る
高
額

な
償
還
が
続
く
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
大

規
模
な
事
業
も
実
施
し
な
く
て
は

い
け
な
い
た
め
、
事
業
内
容
を
精

査
し
、
経
費
の
節
減
に
努
め
な
が

ら
計
画
的
に
事
業
を
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
進
め
る
村
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
村
民
皆
様
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
て
い
け
る
施
策
を
続
け
る
と

と
も
に
、
観
光
に
つ
い
て
は
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
継
続
し
て
行
い
、

関
係
者
、
関
係
機
関
と
協
力
を
密

に
し
、
村
の
魅
力
を
発
信
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
農
産
物
の

輸
出
な
ど
新
た
な
販
路
の
開
拓
を

目
指
し
、
主
要
作
物
で
あ
る
ト
マ

ト
の
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
助
成
事
業
を

継
続
し
規
模
を
拡
大
、
新
規
就
農

者
の
確
保
へ
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

︵
村
長
︶
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答

答答

村
政
を
問
う
！

一 

般 

質 

問

普通地方交付税＝基準財政需要額

ー基準財政収入額

一 般 質 問 8

　
　

 

平
成　

年
よ
り
始
ま
り

ま
し
た
﹁
片
品
小
学
校
﹂﹁
児

童
館
﹂﹁
片
品
中
学
校
﹂﹁
道
の

駅
か
た
し
な
﹂
の
建
設
事
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
要

し
た
費
用
と
そ
の
内
訳
は
。

一
、
建
設
事
業
費
・
一
般
会
計

　
　
の
借
入
金
に
つ
い
て

二
、
２
０
２
５
年
問
題
に
つ
い
て

問

　

４
事
業
で
は
地
方
債
︵
借
金

　

億
９ 

１
７
０
万
円
︶
の
大
部

分
が
過
疎
債
︵　

億
９ 

２
６
０

万
円
︶
で
す
。
過
疎
債
は
そ
の

約　

％
分
︵　

億
２ 

４
８
２
万

円
︶
が
基
準
財
政
需
要
額
に
算

入
で
き
、
交
付
税
に
加
算
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

国
の
事
情
等
に
よ
り
少
し
減
額

さ
れ
て
交
付
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。
従
っ
て
、
片
品
村
が
単

独
で
予
算
の
中
か
ら
実
質
的
に

返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
過

疎
債
分
の
返
済
費
用
は
、
過
疎

債
の
﹁　

％
分
︵
５
億
６ 

７
７

８
万
円
︶＋﹁　

％
分
で
減
額
さ

れ
た
額
﹂
の
合
計
で
す
。
返
済

は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
ご
と
に
３

年
据
え
置
き
で
９
年
返
済
と
な

り
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
解
釈
を
し
て

い
ま
す
が
、
間
違
い
が
あ
り
ま

し
た
ら
後
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
お

願
い
し
ま
す
。

飯
塚
美
明
議
員

飯塚  美明 議員

　

建
設
費
、
財
源
内
訳
は
以
下

の
通
り
で
す
。︵
図
ー
１
︶

︵
村
長
︶

　
　

片
品
村
の
一
般
会
計
の
平

成　

年
度
末
借
入
金
総
額
と
内

訳
、　

年
間
の
返
済
計
画
に
つ

い
て
説
明
を
。

問
　

以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。︵
図
ー
２
︶

︵
村
長
︶

　
　

下
記
借
入
金
の
今
後　

年

間
の
返
済
計
画
は
。

問

　
　

２
０
２
５
年
に
団
塊
の
世

代
が
全
て　

歳
以
上
の
後
期
高

齢
者
と
な
り
ま
す
。
後
期
高
齢

者
の
人
数
の
推
移
と　

歳
以
上

の
高
齢
化
率
の
推
移
予
測
は
。

問

　

令
和
元
年
度
の
償
還
金
︵
返

済
︶
４
億　

万
円
、
令
和
４
年

度
の
返
済
金
５
億
５ 

５
６
２

万
円
、
令
和　

年
度
の
返
済
金

は
２
億
２ 

０
７
９
万
円
、
令
和　

　

年
で
上
記
の
平
成　

年
度
末

一
般
会
計
借
入
金　

億
９ 

５
２

４
万
円
の
借
入
金
は
０
と
な
り

ま
す
。

︵
村
長
︶

25

19
70

30

70

30
10

52
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23

75
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図−１　建設費・財源内訳

図−２　借入金総額・内訳

片品小学校

児童館

片品中学校

道の駅

平成３０年度末
借入金総額

50億9,525万円

臨時財政対策債総額

19億148万円

借入金内訳

100％が基準財政需
要額に算入される

70％が基準財政需
要額に算入される

約 50％が基準財政
需要額に算入される

過疎対策債総額

30億66万円

その他

１億9,310万円

11億6,841万円

1億9,494万円

13億4,327万円

9億2,134万円

36億2,796万円

3億7,164万円

5,256万円

3億8,955万円

2億7,143万円

10億8,518万円

1億4,200万円

1億9,200万円

3,675万円

3億7,075万円

637万円

238万円

2,092万円

1億5,066万円

1億8,033万円

6億4,840万円

1億4,000万円

7億2,770万円

3億7,650万円

18億9,260万円

70％が後で 50％が後で 50％が後で

8,600万円

8,600万円

1,310万円

1,310万円

建設費 国・県補助金

財源内訳

合　計

地方債（借金）

基金（貯金） 過疎債 整備事業費

基準財政需要額に算入

財政融資資金一般財源
（予算より）

合計 19 億 9,170 万円

ワンポイント解説

過疎債を使う場合は元利償還金の７０％

が基準財政需要額に算入される。

＊基準財政需要額

自治体が標準的な水準の行政を行うため

に必要となる一般財源の額



答

答

答

答

フレイル対策（低栄養防止事業）

敬老バスカード

　
　

歳
以
上
の
令
和
元
年
７
月

現
在
の
人
数
は
８
９
４
人
、
２

０
２
５
年
の
人
数
︵
予
測
値
︶

は
１ 

０
２
７
人
︵
１
３
３
人
増
︶、

　

歳
以
上
の
高
齢
化
率
は
令
和

元
年　

 

９
％
、
２
０
２
５
年

　

 

６
％
︵
０ 

３
％
減
少
︶
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

一 般 質 問9

三
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

　
　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
数
、

特
養
待
機
者
数
、
そ
し
て
２
０

２
５
年
以
降
後
期
高
齢
者
の
急

速
な
増
加
に
対
し
て
、
ど
の
よ

う
な
対
策
を
お
考
え
で
す
か
。

問

　
　

後
期
高
齢
者
が
急
速
に
増

加
し
ま
す
が
、
免
許
証
返
納
し

て
も
日
常
生
活
に
困
ら
な
い
よ

う
な
対
策
を
ど
う
お
考
え
で
す

か
。

問

　
　

今
後
片
品
村
が
直
面
す
る

課
題
に
つ
い
て
。

　

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
、
観

光
産
業
の
将
来
性
等
に
よ
り
地

域
経
済
が
縮
小
し
、
村
税
の
減

少
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
片

品
村
の
人
口
減
少
や
、
国
の
財

政
事
情
等
に
よ
り
、
地
方
交
付

税
も
減
少
し
ま
す
。
一
方
、
２

０
２
５
年
を
境
と
し
て
、
後
期

高
齢
者
の
急
速
な
増
加
に
よ
り
、

社
会
保
障
費
が
増
加
し
ま
す
。

こ
の
様
な
状
況
に
よ
り
、
村
の

財
政
は
一
気
に
硬
直
化
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
片

品
村
財
政
の
今
後　

年
間
の
推

移
予
測
を
議
会
に
示
し
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。
具
体
的
な
課

題
を
見
据
え
て
、
対
策
を
執
行

部
と
と
も
に
議
会
も
考
え
て
い

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問

　
　

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

は
１
１
９
人
、
特
養
待
機
者
は

要
介
護
３
以
上
が
対
象
で　

人

で
す
。
認
知
症
を
発
症
す
る
方

が
増
え
る
見
込
み
も
あ
る
の
で
、

要
支
援
２
以
上
の
方
か
ら
入
居

で
き
る
認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
建
設
の
公
募
を
準

備
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
材
不
足
等
で
支
援

サ
ー
ビ
ス
等
の
不
足
が
生
じ
る

可
能
性
が
あ
る
た
め
﹃
み
ん
な

で
支
え
合
う
む
ら
づ
く
り
﹄
を

テ
ー
マ
に
、
生
活
支
援
体
制
整

備
協
議
体
第
１
層
、
第
２
層
を

推
進
、
こ
の
第
２
層
の
取
組
が

進
ん
で
行
け
ば
元
気
な
お
年
寄

り
を
生
み
、
老
老
介
護
世
帯
の

減
少
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

不
足
に
歯
止
め
を
か
け
る
対
策

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
広
域
連

合
事
業
を
活
用
し
て
﹁
後
期
高

齢
者
フ
レ
イ
ル
対
策
﹂
を
６
月

補
正
で
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
第
３
次
片
品
村
地
域

福
祉
計
画
、
地
域
福
祉
活
動
計

画
に
基
づ
き
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
、
特
定
保
健
指
導
、
糖
尿

病
重
症
化
対
策
を
強
化
し
健
康

寿
命
を
延
伸
で
き
る
よ
う
健
康

づ
く
り
事
業
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

︵
村
長
︶

　

通
院
に
つ
い
て
は
、
有
償
運

送
事
業
、
各
医
療
機
関
か
ら
の

送
迎
、
タ
ク
シ
ー
料
金
補
助
、

無
料
バ
ス
で
対
応
、
買
い
物
は

生
協
の
よ
う
な
宅
配
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
方
も
多
い
よ

う
で
す
。

　

高
齢
者
の
交
通
安
全
対
策
と

し
て
、
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
の

踏
み
間
違
い
防
止
装
置
の
補
助

と
し
て
、
６
万
円
を
上
限
に
３

分
の
２
を
補
助
す
る
事
業
を
９

月
補
正
予
算
に
計
上
し
ま
し
た
。

︵
村
長
︶

　

村
当
局
と
し
て
議
員
の
皆
様

に
情
報
を
開
示
し
て
理
解
と
協

力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 ︵

村
長
︶

　

片
品
村
で
は
以
前
公
共
交
通

検
討
委
員
会
を
設
置
し
村
長
に

答
申
し
ま
し
た
。

　

バ
ス
停
ま
で
歩
い
て
行
け
な

い
高
齢
者
が
多
く
な
る
こ
と
を

前
提
に
﹁
乗
り
降
り
は
戸
口
か

ら
戸
口
ま
で
の
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
が
高
齢
者
の
公
共
交
通
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
﹂
と
の
内
容

で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
、

飯
塚
美
明
議
員

ワンポイント解説

　７５歳以上の方で低栄養のリスクが
高い方を対象に栄養士等が個別訪問指
導を実施する。

　６５歳以上の高齢者の方が、３千円
のカードを個人負担２千円で購入でき
る。利用時は４，３５０円分利用できる。

︵
村
長
︶

75

10

70

14

65

37

37
，

.

.

.
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問
　
　

村
長
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
で
海
外
に
出
向
い
て
い
る

が
、
渡
航
費
等
の
費
用
は
ど

こ
か
ら
支
出
し
て
い
る
の
か
。

問
　
　

全
国
的
に
高
齢
化
社
会

を
迎
え
て
お
り
、
自
分
の
未

来
、
医
療
・
介
護
・
葬
式
・

相
続
な
ど
の
終
活
を
考
え
て

い
る
人
も
多
い
と
思
う
が
、

終
活
に
対
す
る
支
援
策
は
あ

る
の
か
。

問
　
　

消
防
団
員
の
減
少
に
伴

い
団
の
運
営
が
難
し
い
と
聞

い
て
い
る
が
、
現
状
と
今
後

の
動
向
に
つ
い
て
聞
き
た
い

の
と
、
今
年
度
行
っ
て
い
る

消
防
団
員
を
対
象
と
し
た
婚

活
事
業
の
成
果
を
知
り
た
い
。

問
　
　

村
外
在
住
の
方
で
片
品

在
住
の
両
親
が
亡
く
な
り
、

土
地
等
の
相
続
で
困
っ
て
い

て
、
村
に
土
地
の
寄
付
を
希

望
し
た
場
合
、
行
政
で
は
相

談
に
乗
っ
て
く
れ
る
の
か
。

問
　
　

社
会
福
祉
協
議
会
・
観

光
協
会
等
に
村
か
ら
多
額
の

補
助
金
が
支
出
さ
れ
て
い
る

が
、
監
査
委
員
の
監
査
は
ど

ん
な
状
況
か
。

問
　
　

地
域
か
ら
の
要
望
で
、

関
越
交
通
の
バ
ス
停
を
利
便

性
の
良
い
場
所
に
移
動
さ
せ

る
こ
と
は
で
き
る
の
か
。

問
　
　

定
住
自
立
権
構
想
に
つ

い
て
片
品
村
と
し
て
の
意
見
・

対
応
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

︵
総
務
課
長
︶

　

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
渡
航

費
等
の
費
用
に
つ
い
て
は
、

観
光
協
会
か
ら
の
支
出
と
な

っ
て
い
ま
す
。

︵
保
健
福
祉
課
長
︶

　

終
活
に
つ
い
て
の
支
援
策

は
現
在
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

　

月
に
予
定
し
て
い
る
介
護

教
室
を
終
活
も
含
め
た
も
の

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
沼
田
利
根
医
師
会

と
の
連
携
推
進
事
業
で
も
広

い
意
味
で
の
終
活
に
つ
い
て

の
講
演
会
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

︵
総
務
課
長
︶

　

消
防
団
の
現
状
は
、
若
い

世
代
の
減
少
に
よ
り
人
員
の

確
保
等
が
大
変
な
状
況
で
す
。

　

現
在
、
五
年
後
、
十
年
後

に
向
け
た
消
防
団
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、 

Ｏ
Ｂ
の
活
用
も

含
め
て
検
討
中
で
す
。

　

婚
活
事
業
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
４
回
計
画
し
て
い
ま

し
て
、
既
に
２
回
行
っ
て
い

ま
す
。
各
回
ひ
と
組
ず
つ
の

カ
ッ
プ
ル
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

た
だ
、
消
防
団
員
の
参
加

希
望
者
が
少
な
い
の
で
村
内

在
住
の
独
身
男
性
に
も
声
を

掛
け
て
い
ま
す
。

︵
総
務
課
長
︶

　

村
で
は
行
政
相
談
を
行
っ

て
お
り
、
そ
の
と
き
に
来
て

欲
し
い
が
、
現
在
ま
で
そ
の

よ
う
な
相
談
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

土
地
の
寄
付
で
す
が
、
以

前
公
共
用
地
と
し
て
使
用
し

て
い
る
土
地
の
寄
付
を
受
け

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

︵
総
務
課
長
︶

　

以
前
、
地
域
か
ら
の
要
望

で
バ
ス
停
を
移
動
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

︵
村
長
︶

　

担
当
課
で
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
等
を
検
討
し
て
お

り
、
そ
の
結
果
で
対
応
を
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

︵
監
査
委
員
︶

　

現
在
、
村
の
他
に
は
振
興
公

社
の
監
査
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

財
政
援
助
団
体
に
関
す
る

監
査
も
こ
れ
か
ら
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

一
、
平
成　

年
度
決
算

　

  

に
つ
い
て

三
、
そ
の
他

二
、
所
管
事
務
に
つ
い
て

12

30

（
委
員
長
　
千
明
　  

勉
）

尾瀬コン
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委
託
料
に
つ
い
て
は
、
猟

友
会
に
支
払
っ
て
い
る
経
費

で
毎
年
そ
れ
ほ
ど
変
わ
る
も

の
で
は
な
く
、
捕
獲
奨
励
金

は
、
捕
獲
頭
数
に
応
じ
て
支

出
し
て
い
る
た
め
変
動
が
あ

り
ま
す
。

問
　
　

有
害
鳥
獣
補
助
事
業
の

委
託
料
に
つ
い
て
、
今
年
度

は
捕
獲
頭
数
が
多
い
よ
う
で

あ
る
が
、
委
託
料
に
影
響
は

あ
る
の
か
。

日　

程月　

日
︵
火
︶、　

日
︵
水
︶

視
察
先

岐
阜
県
揖
斐
川
町

視
察
内
容

①
鳥
獣
被
害
防
止
に
つ
い
て

②
ジ
ビ
エ
の
活
用
に
つ
い
て

③
観
光
振
興
に
つ
い
て

問
　
　

花
咲
の
湯
に
つ
い
て
、

大
広
間
の
早
期
営
業
再
開
を

お
願
い
し
た
い
。

　

再
開
で
き
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
大
広
間
の
営
業
を
村
民

の
方
に
お
願
い
す
る
な
ど
を

検
討
し
た
ら
ど
う
か
。

︵
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
︶

　

残
念
な
が
ら
、
今
の
と
こ

ろ
応
募
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

東
京
で
募
集
相
談
会
が
予

定
さ
れ
て
い
て
、
片
品
村
に

３
名
ほ
ど
の
相
談
予
約
が
あ

る
状
況
で
す
。

︵
副
村
長
︶

　

支
配
人
の
件
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通

し
て
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
申
し
込
み
が
な
い

状
況
で
す
。
皆
さ
ん
か
ら
情

報
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
運
営
委
員
会
を
開

催
し
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
よ
り
良

い
方
向
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

︵
副
村
長
︶

　

大
広
間
の
営
業
に
つ
い
て

は
、
人
手
不
足
に
よ
り
営
業

で
き
て
い
な
い
状
況
で
す
が
、

８
月
に
つ
い
て
は
高
校
生
等

の
ア
ル
バ
イ
ト
を
お
願
い
し

な
が
ら
、
で
き
る
限
り
営
業

し
ま
し
た
。

　

９
月
の
連
休
に
は
夜
の
営

業
も
行
い
た
い
と
計
画
し
て

い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
早
期

に
営
業
を
再
開
し
た
い
と
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

村
民
へ
の
委
託
に
つ
い
て

は
、
花
の
駅
建
設
の
目
的
に
、

地
元
住
民
と
の
親
交
を
互
い

に
進
め
て
い
く
こ
と
も
あ
る

と
考
え
ま
す
の
で
、
地
元
第

３
区
と
協
議
を
し
な
が
ら
、

よ
り
良
い
方
向
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

が
、
今
後
の
予
定
と
し
て
、

新
し
い
支
配
人
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

問
　
　

花
の
駅
の
支
配
人
不
在

に
つ
い
て
、
現
場
で
直
接
指

揮
を
執
る
者
が
い
な
い
と
い

う
こ
と
は
、
入
場
者
の
減
少
、

売
り
上
げ
の
減
少
等
に
影
響

し
た
り
、
悪
い
評
判
に
な
る

よ
う
な
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

問
　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

募
集
は
応
募
が
あ
っ
た
の
か
。

︵
農
林
建
設
課
長
︶

︵
委
員
長　

萩
原　

正
信
︶

一
、
平
成　

年
度
決
算

　

  

に
つ
い
て

二
、
所
管
事
務
に
つ
い
て

三
、
委
員
派
遣
︵
行
政
視
察
︶

　

  

に
つ
い
て

四
、
そ
の
他

30

10

15

16

花の駅・かたしな
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第４回定例議会の主な議案内容及び議決一覧
飯
塚 

美
明

千
明 

道
太

髙
山 

悦
夫

萩
原 
正
信

後
藤 

眞
平

千
明　

 

勉

星
野 

吉
弥

北
澤 

佳
子

星
野 

栄
二

鹿
野 

一
郎

狩
野 

孝
夫

萩
原 

和
典

議
員
名

議
決
結
果

議
案
内
容

議
案
番
号

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
片品村パートタイム会計年度任
用職員の報酬、期末手当及び費
用弁償に関する条例の制定

全会一致
原案可決

議　  案
第 42 号

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
片品村人事行政の運営等の状況
の公表に関する条例の一部を改正

全会一致
原案可決

議　  案
第 43 号

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
職員の分限に関する手続及び効
果に関する条例の一部改正

全会一致
原案可決

議　  案
第 44 号

片品村フルタイム会計年度任用
職員の給与に関する条例の制定

全会一致
原案可決

議　  案
第 41 号

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
職員の懲戒の手続及び効果に関
する条例の一部改正

全会一致
原案可決

議　  案
第 45 号

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
片品村職員の育児休業等に関す
る条例の一部改正

全会一致
原案可決

議　  案
第 46 号

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
外国の地方公共団体の機関等に
派遣される職員の処遇に関する
条例の一部改正

全会一致
原案可決

議　  案
第 47 号

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
片品村営スノーパル・オグナほ
たか施設利用料徴収条例の一部
改正

全会一致
原案可決

議　  案
第 51 号

スノーパル・オグナほたかスキー
場事業検討委員会設置条例の廃止

全会一致
原案可決

議　  案
第 52 号

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
公益的法人等への職員の派遣等
に関する条例の一部改正

全会一致
原案可決

議　  案
第 48 号

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○片品村税条例の一部改正
全会一致
原案可決

議　  案
第 49 号

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○片品村有住宅管理条例の一部改正
全会一致
原案可決

議　  案
第 50 号

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

指定管理者の指定
（片品村営スノーパル・オグナほたか）

全会一致
原案可決

議　  案
第 53 号 ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成３０年度一般会計歳入歳出
決算の認定

全会一致
原案可決

認　  定
第 １ 号 ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和元年度片品村一般会計補正
予算（第２号）

全会一致
原案可決

議　  案
第 54 号 ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和元年度片品村国民健康保険
特別会計補正予算（第１号）

全会一致
原案可決

議　  案
第 55 号 ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和元年度片品村簡易水道事業
特別会計補正予算（第１号）

全会一致
原案可決

議　  案
第 56 号 ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和元年度片品村介護保険特別
会計補正予算（第１号）

全会一致
原案可決

議　  案
第 57 号 ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和元年度片品村下水道事業等
特別会計補正予算（第１号）

全会一致
原案可決

議　  案
第 58 号 ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和元年度片品村後期高齢者医
療特別会計補正予算（第２号）

全会一致
原案可決

議　  案
第 59 号 ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

片品村印鑑条例の一部改正 全会一致
原案可決

議　  案
第 60 号 ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会広報編集特別委員会設置
全会一致
原案可決

発　  議
第 ２ 号 ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会改革特別委員会設置
全会一致
原案可決

発　  議
第 ３ 号 ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成３０年度片品村国民健康保
険特別会計歳入歳出決算の認定

全会一致
原案可決

認　  定
第 ２ 号 ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成３０年度片品村簡易水道事
業特別会計歳入歳出決算の認定

全会一致
原案可決

認　  定
第 ３ 号 ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成３０年度片品村営観光施設
事業特別会計決算の認定

全会一致
原案可決

認　  定
第 ４ 号 ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成３０年度片品村介護保険特
別会計歳入歳出決算の認定

全会一致
原案可決

認　  定
第 ５ 号 ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成３０年度片品村下水道事業
等特別会計歳入歳出決算の認定

全会一致
原案可決

認　  定
第 ６ 号 ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成３０年度片品村後期高齢者
医療特別会計歳入歳出決算の認定

全会一致
原案可決

認　  定
第 ７ 号 ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

片品村名誉村民の推挙
全会一致
原案可決

同　  意
第 ４ 号 ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

片品村固定資産評価審査委員会
委員の選任

全会一致
原案可決

同　  意
第 ５ 号 ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※欠席議員は「−」で、議長は「＼」で表示



ゆう けん しゃ

ようこそ 有 権 者
Welcome

常任委員会合同
管内視察

星野栄二議長が「利根郡町村議会議長会」
の会長に就任しました。

日光市議会 檜枝岐村議会

交流会・ようこそ有権者13

令和元年７月２４日

　総務文教・観光産業常任委員会合同の管内視察を行いました。

　「大清水湿原」では植生の回復状況、獣害防止対策を視察し、「水芭蕉の森」

の鳥獣による被害状況、「細工屋橋」の老朽化の現状、「児童館」の利用状況、

また、「JA トマトセンター」の稼働状況、「尾瀬ほたか高原スポーツパーク」、

「西俣小水力発電施設」などを視察し、花の駅・片品において意見交換会を

行いました。

花の駅での意見交換会西俣小水力発電施設ほたかスポーツパークJAトマトセンター

　五月二十日に開催された「利根郡町村議会議長会総会」において、全員の

推挙を受け、星野栄二議長が、利根郡町村議会会長に就任いたしました。

　これからも、利根郡町村議会発展のため、ご尽力いただきたいと思います。

　十八歳になり、私は有権者となりました。これからの未来を決める大事な選挙に携
われることを嬉しく思うと同時に、今まで関心の薄かった政治をどういう視点から見
ていけば良いのかと不安に思う部分もあります。
　七月に行われた選挙の際、立候補者の方々の公約文を読みました。生活する上での
問題点、改善点を自分なりに考えましたが、どこに目を向けて考えるべきなのかがよ
く分かりませんでした。しかし、この事をきっかけに選挙への理解を深めることがで
き、政治への関心が沸いてきたと感じています。
　私と同様に、政治への関心が薄い若者は少なくありません。若者の投票率の低さの
改善はこれからの課題だと思います。だからと言って、無闇に投票しても意味があり
ません。自分の一票に責任を持たなければなりません。私は有権者、そして若者の一人
として、そのことを理解した上で、自分の意見を投票という形で示せればと思います。

「有権者として」
尾瀬高等学校 倉 田　瑛 美 さん

交流会実施交流会実施
　令和元年９月３０日（月）、日光市議会・片品村議会

交流会が日光市議会の議長、副議長、各常任委員会正

副委員長等をはじめとする１０名の議員と片品村の議

員１２名が出席し、日光市役所において行われ、有害

鳥獣被害について、観光振興の連携について等の意見

交換を行いました。

　令和元年９月２日（月）、檜枝岐村議会・片品村議会

交流会が栃木県宇都宮市において行われ、次の事項に

ついて協議を行いました。

１．国道４０１号改良整備促進について

２．今後の尾瀬と両村の観光について

３．尾瀬の有害鳥獣被害について



フか た し な トギ ラ リーオ ヤ

１２月議会を傍聴しませんか！
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記
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月

月

10

議 会 活 動 日 誌

議 会 活 動 14

○傍聴のお知らせ

次回定例会は、１２月６日（金）の予定です。

 一般質問は、開会初日です。なお、一般質問の質疑応答（全文）は片品村公式ホームページ（HP）
にて閲覧できます。HP 掲載写真はフルカラーです。　
URL　http：//www.  vill. katashina.gunma.jp/
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30

１日

19 日

片品村敬老会

総務文教常任委員会行政視察

観光産業常任委員会行政視察

片品村消防団秋季点検

13 日

  〃  

  〃  

14 日

16 日

21 日

27 日

28 日

30 日

議会運営委員会

第４回議会定例会（９月議会）閉会

議会広報編集特別委員会

片品南保育所運動会

第６１回村民運動会

片品保育所運動会

片品北保育所運動会

片品小学校運動会

日光市議会・片品村議会交流連携

事業意見交換会

15日  〜  16日

２日  〜  ３日

２日  〜  ３日

５日  〜  ６日

20 日

26 日

５日

７日

10 日

12 日

給食センター、観光施設、上下水道、

国保、介護保険の各運営協議会（委員会）

議会運営委員会、全員協議会

檜枝岐村議会との交流会

第５回議会定例会（９月議会）開会

全員協議会（決算説明、補正予算説明）

片品中学校体育祭

総務文教・観光産業常任委員会

片品村戦没者追悼式

24 日 常任委員会合同管内視察


